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　今
回
の
補
正
予
算
の
財
源
は

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
な
ど
が
大
部
分
を
占
め
ま
す

が
、
不
足
額
２
億
６
０
０
０
万

円
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
公
債

償
還
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り

財
源
を
確
保
す
る
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
公
債
償
還
基
金
は
、

将
来
の
市
債
返
還
に
備
え
て
積

み
立
て
て
い
る
京
都
市
に
と
っ

て
大
切
な
「
貯
金
」
で
あ
り
、
こ

れ
を
取
り
崩
す
こ
と
は
出
来
る

限
り
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
す
。そ
こ
で
京
都
市
会

で
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し

て
今
年
度
行
っ
て
い
る
議
員
報

酬
の
一
割
削
減
と
、
４
月
か
ら

廃
止
し
た
日
額
５
０
０
０
円
の

費
用
弁
償
（
本
会
議
や
委
員
会

に
出
席
し
た
際
に
議
員
に
支
払

わ
れ
て
い
た
も
の
）
に
よ
っ
て

生
じ
た
１
億
３
０
０
万
円
を
震

災
復
興
財
源
の
一
部
に
充
て
、

公
債
償
還
基
金
の
取
り
崩
し
額

の
減
額
を
行
う
修
正
案
を
最
終

本
会
議
で
可
決
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
震
災
か
ら
の
復
興
に
向

け
た
第
２
次
補
正
予
算
の
早
期

編
成
を
求
め
る
意
見
書
」
や
「
今

後
の
電
力
需
給
対
策
に
関
す
る

意
見
書
」
な
ど
４
つ
の
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
こ
と
も
決
定
。

　自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員

団
は
、
責
任
あ
る
市
会
第
一
党

と
し
て
確
か
な
判
断
と
行
動
力

を
示
し
、
今
後
と
も
京
都
市
財

政
の
健
全
化
及
び
東
日
本
大
震

災
の
復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

議
員
報
酬
の
一
部

震
災
復
興
支
援
へ

過
去
最
大
３
０
９
億
９
８
０
０
万
円

　統
一
地
方
選
挙
後
初
め
て
招
集
さ
れ
た
５
月
定
例
会
に
お
い

て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
や
震
災
の
影
響
を
受
け
た

市
内
の
中
小
企
業
支
援
を
盛
り
込
ん
だ
過
去
最
大
３
０
９
億
９

８
０
０
万
円
の
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

５

　
　月

補
正
予
算

【補正予算の内容】

○ 職員派遣や救援物資の搬送など被
災地への支援（1億 8900 万円）

○ 「震災支援総合案内コールセン
ター」の運営など被災者の受け入れ
支援（6000 万円）

○ 市内中小企業の資金繰りを支える
中小企業融資制度預託金の拡充
など経済対策（303億3400万円）

○ 地域防災計画の見直しなど本市防
災対策の総点検（1500 万円）

　自
民
党
京
都
市
会
議
員
団

は
、
５
月
６
日
㈮
仙
台
市
の
被

災
状
況
を
視
察
し
て
参
り
ま
し

た
。
仙
台
市
役
所
で
の
意
見
交

換
の
後
、
京
都
市

の
保
健
福
祉
局
の

職
員
が
派
遣
さ
れ

て
い
た
サ
ン
ピ
ア

仙
台
避
難
所
の

他
、
被
災
が
大
き

か
っ
た
若
林
区
の

荒
浜
地
区
や
南
蒲

生
浄
化
セ
ン
タ
ー

を
仙
台
市
の
自
民

党
議
員
団
の
皆
様

に
案
内
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　特
に
仙
台
市
民
の
７
割
の
下

水
を
処
理
し
て
い
る
南
蒲
生
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
被
害
は
甚
大

で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
地
下
鉄
、

道
路
橋
梁
等
の
市
有
施
設
関
係

で
約
３
５
０
０
億
円
、
住
宅
・

宅
地
で
約
２
３
０
億
円
、
農
林

水
産
業
関
係
で
約
５
１
０
億

円
、
商
工
業
関
係

で
約
２
１
０
０
億

円
、
仙
台
市
全
体

で
推
計
約
６
４
０

０
億
円
の
被
害
が

出
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　京
都
市
で
は
６

月
19
日
現
在
で
延

べ
１
２
２
６
人
の

職
員
を
派
遣
、
６

月
１
日
か
ら
10
ヶ

月
間
、
仙
台
市
職

員
の
身
分
も
併
任

す
る
職
員
を
長
期

に
わ
た
っ
て
派
遣
し
、
今
後
は

中
長
期
的
な
支
援
を
し
て
参
り

ま
す
。

仙
台
市
の
被
害
６
４
０
０
億
円

地震被災状況を視察
自民党京都市会議員団

避難所にて現地派遣京都市職員より説明を聞く

被
災
地
を
視
察
す
る
自
民
党
議
員
団（
写
真
上
は
仙
台
市
役
所
で
、下
は
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
）
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　平
成
23
年
５
月
市
会
定
例
会
に

お
い
て
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
第
77

代
京
都
市
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　近
年
、
市
民
の
皆
様
の
要
望
が

多
種
多
様
化
、
そ
し
て
高
度
化
す

る
中
、
地
方
自
治
体
の
意
思
決
定

や
市
長
の
事
務
執
行
の
監
視
と
評

価
、
更
に
は
重
要
な
政
策
形
成
へ

の
取
組
な
ど
市
会
の
役
割
は
、
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
状
況
の
中
、
京
都
市

会
と
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
行
政
に
対
す
る
監
視

機
能
の
強
化
や
政
策
形
成
能
力
の

向
上
を
図
り
、
議
会
の
権
能
強
化

を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
様
に
市
会
が
一
層
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民

か
ら「
見
え
る
市
会
」、市
民
に「
伝

わ
る
市
会
」
と
な
る
取
組
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　今

後
と
も
更
な
る
市
政
発
展
の

た
め
、
門
川
市
長
と
適
度
な
緊
張

関
係
を
保
ち
つ
つ
、
自
民
党
京
都

市
会
議
員
団
を
は
じ
め
と
す
る
市

会
議
員
と
と
も
に
誠
心
誠
意
全
力

を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
77
代
京
都
市
会
議
長

小
林
正
明

見える市会、
伝わる市会に
見える市会、
伝わる市会に

　加
藤
盛
司
議
員
（
質
問
）
市
長

は
記
者
会
見
な
ど
で
、
本
市
の
防

災
計
画
の
速

や
か
な
見
直

し
を
表
明
さ

れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
の

京
都
市
防
災

計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て

の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ

い
て
お
答
え

下
さ
い
。

　門
川
大
作

市
長（
答
弁
）

被
害
想
定
の

妥
当
性
も
含

め
た
課
題
の
抽
出
と
必
要
と
な
る

対
策
の
検
討
の
た
め
、
防
災
対
策

を
総
点
検
す
る
防
災
会
議
を
開
催

し
、
課
題
に
応
じ
た
専
門
部
会
で

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

想
定
外
の
こ
と
も
起
こ
り
う
る
と

い
う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
い
て

検
証
を
行
い
、８
月
に
中
間
報
告
、

12
月
に
最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　加
藤
盛
司
議
員
（
質
問
）
こ
の

３
年
間
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

ど
の
分
野
に
重
点
を
置
き
か
じ
取

り
を
さ
れ
、
そ
の
結
果
、「
未
来

京
都
ま
ち
づ
く
り
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
は
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
た
の

か
。　一

方
、
財
源
が
手
当
て
で
き
な

い
な
ど
の
理
由
で
、
着
手
出
来
な

い
で
い
る
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ど
う
す
る
か
方
針
な
り
、
道

筋
を
示
す
べ
き
で
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

　ま
た
、
市
民
と
の
共
汗
を
理
念

に
、
市
民
の
先
頭
に
立
っ
て
、
市

民
と
共
に
汗
す
る
こ
と
を
掲
げ
ら

れ
た
成
果
へ
の
感
想
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
１
４

４
４
人
に
も
の
ぼ
る
職
員
の
削
減

な
ど
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
断

行
と
、
決
し
て
縮
小
一
辺
倒
に
陥

る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
福
祉
や
教

育
、
市
民
生
活
の
安
心
安
全
を
守

り
、中
小
企
業
、地
場
産
業
を
し
っ

か
り
支
え
、
同
時
に
、
徹
底
し
た

未
来
志
向
の
下
、
環
境
モ
デ
ル
都

市
の
推
進
や
歩
く
ま
ち
・
京
都
の

推
進
な
ど
、
未
来
へ
の
先
行
投
資

も
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。　こ

う
し
た
努
力
の
結
果
、「
未

来
京
都
ま
ち
づ
く
り
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
は
、平
成
22
年
度
末
現
在
で
、

９
割
近
く
を
実
行
に
移
す
こ
と
が

で
き
、
最
終
年
度
と
な
る
本
年
度

は
、
残
る
事
業
の
実
現
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
本
格
的
な
実
施
を
見
合

わ
せ
て
い
る
事
業
な
ど
も
一
部
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
事
業
に
つ

い
て
も
、
様
々
な
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
の
進

捗
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
の
本
市
の
積
み
重
ね

て
き
た
共
汗
の
取
組
の
成
果
を
基

に
、
新
し
い
基
本
計
画
「
は
ば
た

け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
」
を
、
市

民
の
皆
様
と
行
政
が
目
標
と
行
動

を
共
有
す
る
「
共
汗
型
計
画
」
と

し
て
、
策
定
で
き
ま
し
た
。
今
後

と
も
「
共
汗
・
協
働
」
の
市
政
運

営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

防
災
計
画
速
や
か
な
見
直
し

防
災
計
画
速
や
か
な
見
直
し

防
災
計
画
速
や
か
な
見
直
し

加藤盛司議員の質問項目

・東日本大震災の被災地を視察した感想及び
地域防災計画の見直し

・マニフェストの達成状況及び共汗の成果
・京都経済の見直し及び回復策
・未来まちづくりプラン及び新基本計画に対
する決意

・商業施設の立地誘導

加
藤
盛
司
議
員
（
中
京
区
） 想定外も念頭に

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

達
成
、
９
割
進
む

対策総点検
　年内に報告

見直しが急がれる22年策定の京都市地域防災計画書（冊子）

代
表
質
問
５

　
　月

定
例
市
会

　寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
私
た

ち
、
自
民
党
議
員
団
は
去
る
５
月

６
日
に
仙
台
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

現
地
で
伊
藤
仙
台
市
副
市
長
よ
り

こ
れ
ま
で
の
対
応
と
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
を
聞
き
、
ま
た
仙
台
市

議
会
議
員
と
意
見
交
換
を
致
し
ま

し
た
。
自
民
党
議
員
団
で
選
挙
期

間
等
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
た

も
の
を
集
め
、
直
接
副
市
長
に
お

渡
し
致
し
ま
し
た
が
、
感
謝
い
た

だ
い
た
事
よ
り
む
し
ろ
「
支
援
は

こ
れ
か
ら
」
の
思
い
を
強
く
致
し

ま
し
た
。

　現
在
ま
で
の
被
災
地
に
対
す
る

短
期
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
の
総

括
と
こ
れ
か
ら
の
中
長
期
的
支
援

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
？
お
答
え
下
さ
い
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
基
礎

自
治
体
と
し
て
本
市
職
員
の
強
み

が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
な
分
野

等
、
京
都
市
の
総
力
を
あ
げ
て
、

被
災
地
及
び
被
災
者
の
復
旧
・
復

興
を
支
援
す
る
取
組
を
息
長
く
進

め
て
参
り
ま
す
。

（
寺
田
議
員
の
質
問
３
面
に
続
く
）

こ
れ
か
ら
の
被
災
地
支
援
は

こ
れ
か
ら
の
被
災
地
支
援
は

こ
れ
か
ら
の
被
災
地
支
援
は

息
長
く
復
興
復
旧
へ

京
都
市
の
総
力
を
あ
げ
て

寺
田
一
博
議
員
（
上
京
区
）

寺田一博議員の質問項目
・東日本大震災の被災地支援の取組
・地域における防災対策
　　人の絆（自治会加入率向上への条例化）
　　防災計画での自主防災リーダーの在り方
　　防災時要援護者リストの実用性
・住宅の耐震化の促進
・上京区総合庁舎整備計画の区民に対する周知
・京都市政策キャラクター（ゆるキャラ）の活用
（要望）
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　田
中
明
秀
議
員
（
質
問
）
京
都

市
は
昨
年
度
地
球
温
暖
化
対
策
条

例
を
全
面
改
正
し
て
、
国
内
外
を

先
導
す
る
取
組
を
進
め
よ
う
と
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響

が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
一
時

的
に
火
力
発
電
へ
の
依
存
度
が
高

ま
る
こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
目
標
が
困
難
に
な
る
の
で
は

と
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
市

民
や
事
業
者
の
間
で
節
電
や
省
エ

ネ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ル
京
都
の
総
力
を
結
集
し
て

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
地
球
温
暖
化
対
策
を
着

実
に
前
進
さ
せ
る
た
め
、「
歩
く

ま
ち
京
都
」実
現
に
向
け
た
取
組
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
徹
底
的
に
目
指
す
「
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
構
築
、
さ

ら
に
京
都
の
地
域
力
を
生
か
し
た

「
エ
コ
学
区
」
事
業
な
ど
を
市
民

の
皆
様
や
経
済
界
な
ど
と
一
体
と

な
り
更
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　田
中
明
秀
議
員
（
質
問
）
低
炭

素
、
省
エ
ネ
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
へ
の
転

換
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
削

減
し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等

の
更
な
る
普
及
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
住
宅
用
蓄
電
池
の
導
入
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ

て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及

の
た
め
、
前
年
度
当
初
予
算
額
の

２
倍
の
予
算
を
確
保
致
し
ま
し

た
。
こ
の
４
月
、
５
月
の
２
ヶ
月

で
前
年
度
比
約
３
倍
の
申
請
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
新
し
い
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
に
掲
げ
た
１
万
戸

設
置
の
早
期
達
成
を
目
指
し
ま

す
。住
宅
用
蓄
電
池
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
製
品
開
発
が
加
速
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、価
格
や
性
能
、

さ
ら
に
普
及
に
向
け
た
国
の
動
向

な
ど
も
踏
ま
え
て
導
入
支
援
の
方

法
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　田
中
明
秀
議
員
（
質
問
）
阪
急

嵐
山
駅
の
駐
輪
場
整
備
に
つ
い

て
、
阪
急
電
鉄
と
ど
の
よ
う
に
協

議
し
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
の

か
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　西
村
文
治
建
設
局
長
（
答
弁
）

阪
急
電
鉄
に
対
し
、
周
辺
整
備
と

と
も
に
有
効
な
駐
輪
対
策
を
講
じ

る
よ
う
働
き

か
け
て
お

り
、
駐
輪
場

に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
致

し
ま
し
た
。

　今
後
、
阪

急
電
鉄
と
連

携
を
図
り
、

駐
輪
場
整
備

を
含
む
総
合

的
な
駐
輪
対

策
の
実
施
に

向
け
、
取
り

組
ん
で
参
り

ま
す
。

. 地
球
温
暖
化
対
策
に
影
響
？

地
球
温
暖
化
対
策
に
影
響
？

地
球
温
暖
化
対
策
に
影
響
？

放
置
自
転
車
で
あ
ふ
れ
る
阪
急
嵐
山
駅
付
近

古
い
木
造
住
宅
の

耐
震
促
進
策
提
言

阪
急
嵐
山
駅
の

駐
輪
場
整
備
急
げ

オ
ー
ル
京
都
の
力
を
結
集

田
中
明
秀
議
員
（
西
京
区
）

田中明秀議員の質問項目
・東日本大震災による温室効果ガス削減の取
組に対する影響

・再生可能エネルギーの利用拡大
・東日本大震災後の京都観光の取組
・食の安全安心確保に向けた取組
・東日本大震災の被災地の農業支援
・農業振興の取組
・中学校教科書の採択
・阪急嵐山駅の駐輪場整備

　寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
京
都

市
に
お
き
ま
し
て
も
災
害
時
の
要

援
護
者
リ
ス
ト
は
、
以
前
私
が
そ

の
必
要
性
を
提
言
し
、
現
在
作
成

は
さ
れ
て
い
る
も
の
の
役
所
の
金

庫
に
厳
重
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら

災
害
発
生
時
に
地
域
で
お
互
い
に

助
け
合
う
と
い
う
時
に
そ
れ
が
使

え
な
い
状
況
で
す
。
要
援
護
者
リ

ス
ト
が
実
際
の
被
災
現
場
で
利
用

可
能
な
計
画
の
見
直
し
を
求
め
ま

す
。　門

川
大
作
市
長
（
答
弁
）
要
援

護
者
に
関
す
る
情
報
を
、
地
域
が

共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発

生
直
後
か
ら
速
や
か
に
安
否
確
認

や
救
護
活
動
を
行
え
る
体
制
を
備

え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
要
援
護

者
に
関
す
る
情
報
を
現
場
で
活
用

で
き
る
よ
う
、
検
討
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　寺
田
一
博
議
員
（
質
問
）
私
も

か
ね
て
か
ら
指
摘
を
し
て
お
り
ま

し
た
よ
う
に
、
京
都
に
は
古
い
木

造
住
宅
が
袋
地
等
の
細
街
路
に
多

く
建
築
さ
れ
て
お
り
、
地
震
発
生

時
に
は
建
物
倒
壊
か
ら
生
じ
た
道

路
閉
塞
に
よ
る
避
難
、
消
火
、
救

助
活
動
の
困
難
性
が
高
い
だ
け
で

な
く
、
出
火
・
火
災
延
焼
に
よ
る

市
街
地
大
火
発
生
の
危
険
性
を
は

ら
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
歴

史
都
市
京
都
特
有
の
状
況
を
踏
ま

え
た
耐
震
促
進
策
を
提
言
致
し
ま

す
。　門

川
大
作
市
長
（
答
弁
）
耐
震

改
修
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
市

民
自
ら
が
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ

う
な
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
り
、

す
ま
い
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

市
民
と
向
き
合
う
実
務
者
で
あ
る

「
街
の
匠
」
の
果
た
す
役
割
は
、

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

要援護者の情報活用

実戦さながら緊迫の防災訓練現場本部（22年度・上京区）

着
実
に
目
標
達
成
へ

常　任　委　員　会 特別委員会
経
済
総
務

く
ら
し
環
境

教
育
福
祉

ま
ち
づ
く
り

交
通
水
道
消
防

市
会
運
営
委
員
会

市
会
改
革
推
進
委
員
会

決

　算

予

　算

委
員
長

委
員
会

委

　員

副
委
員
長

山
元
あ
き
内
海
貴
夫
桜
井
泰
広
中
村
三
之
助

山
元
あ
き

津
田
大
三

𠮷
井
あ
き
ら

繁

　隆
夫
津
田
大
三
富
き
く
お
中
川
一
雄

高
橋
泰
一
朗

田
中
英
之

高
橋
泰
一
朗

田
中
英
之
寺
田
一
博
西
村
義
直
𠮷
井
あ
き
ら

田
中
明
秀

島
本
京
司
田
中
明
秀

井
上
与
一
郎

加
藤
盛
司

山
本
恵
一

富きくお

大
西

　均
小
林
正
明
下
村
あ
き
ら

橋
村
芳
和
椋
田
隆
知

加
藤
盛
司

加
藤
盛
司
田
中
明
秀
寺
田
一
博
山
元
あ
き
𠮷
井
あ
き
ら

山
本
恵
一

井
上
与
一
郎

中
川
一
雄

内
海
貴
夫
桜
井
泰
広
島
本
京
司
田
中
明
秀
中
川
一
雄
中
村
三
之
助

山
元
あ
き

田
中
英
之
寺
田
一
博
富
き
く
お
橋
村
芳
和
山
元
あ
き
山
本
恵
一
𠮷
井
あ
き
ら

加
藤
盛
司
繁

　隆
夫
高
橋
泰
一
朗

田
中
英
之
津
田
大
三
寺
田
一
博
西
村
義
直
𠮷
井
あ
き
ら

大
西

　均
小
林
正
明
下
村
あ
き
ら

富
き
く
お
橋
村
芳
和
椋
田
隆
知
山
本
恵
一

自民党議員の所属委員会

※特別委員会①は第１分科会、②は第２分科会、
　③は第３分科会
※市会運営委員会の加藤議員、寺田議員は理事

.
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　地
域
の
絆
を
大
切
に
、
関
西
広

域
連
合
と
の
連
携
や
事
業
所
と
自

主
防
災
会
と
の
連
携
を
促
進
し
、

耐
震
化
も
含
め
た
防
災
機
能
の
一

層
の
強
化
が
不
可
欠
で
す
。

　行
政
だ
け
で
な
く
、住
民
・
企
業
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
連
携
し
迅
速

な
災
害
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、消

防
団
・
自
主
防
災
会
等
、地
域
活
動

へ
の
更
な
る
支
援
が
必
要
。

小
林
正
明

　北

　区

山
本
恵
一

　北

　区

　必
ず
起
こ
る
大
地
震
の
更
な
る

震
災
対
策
の
強
化
は
勿
論
、
現
下

の
異
常
な
気
候
変
動
か
ら
生
じ
る

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
万
全
の
対
策
も
本

市
と
し
て
肝
要
で
す
。

中
村
三
之
助
　上
京
区

　大
地
震
の
被
害
は
広
範
に
渡
る
。

公
共
施
設
や
老
朽
木
造
住
宅
の
耐

震
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
今
後
、
防
災
計
画
の
原
点
に
、

原
子
力
発
電
の
是
非
が
問
わ
れ
る
。

大
西

　均

　左
京
区

　「
想
定
外
」と
い
う
言
い
訳
を
し

な
く
て
も
い
い
防
災
計
画
を
作
る
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
社
会
を
構
築
す
る
。大
胆
な

見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　被
害
想
定
を
設
定
せ
ず
、
花
折

地
震
対
策
、
原
発
対
策
、
イ
ン
フ

ラ
の
耐
震
改
修
、
こ
の
三
点
の
総

点
検
を
早
期
に
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

桜
井
泰
広

　左
京
区

加
藤
盛
司

　中
京
区

　ハ
ー
ド
整
備
に
よ
る
安
全
の
確

保
。
ソ
フ
ト
の
充
実
に
よ
る
安
心

の
担
保
。
ど
こ
ま
で
が
本
当
に
必

要
か
を
根
本
か
ら
見
つ
め
な
お
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

津
田
大
三

　中
京
区

　ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
日

頃
か
ら
の
家
族
の
絆
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
等
、
ソ
フ

ト
面
か
ら
の
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

𠮷
井
あ
き
ら
　山
科
区

　災
害
時
に
お
け
る
水
の
問
題

は
、
最
重
要
で
あ
り
ま
す
。
本
市

に
於
い
て
も
耐
震
型
防
火
水
槽
等

の
整
備
を
急
ぎ
、
市
民
の
安
心
安

全
を
推
進
し
ま
す
。

椋
田
隆
知

　南

　区

　世
界
的
歴
史
都
市
で
あ
る
が
ゆ

え
に
自
然
災
害
に
弱
い
都
市
構
造

や
建
造
物
、
道
路
網
を
整
備
強
化

し
、
生
活
と
文
化
、
教
育
を
絶
対

に
守
り
通
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

島
本
京
司

　南

　区

　今
回
の
震
災
を
教
訓
と
し
て
防

災
計
画
の
見
直
し
は
喫
緊
の
課
題

で
す
が
、
同
時
に
地
域
の
自
主
防

災
組
織
と
意
識
の
更
な
る
充
実
・

強
化
が
重
要
で
す
。

井
上
与
一
郎
　右
京
区

　市
民
と
行
政
が
知
識
・
知
恵
を

出
し
、
防
災
計
画
・
災
害
対
策
を

自
ら
作
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
。

真
の
地
域
力
が
う
ま
れ
、
困
難
も

乗
り
越
え
ら
れ
る
ば
す
で
す
。

田
中
英
之

　右
京
区

　学
校
や
公
共
施
設
の
耐
震
補
強

を
推
進
し
、
太
陽
光
発
電
や
蓄
電

池
等
の
導
入
を
図
る
と
共
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
上
に
む
け
た

取
組
を
し
っ
か
り
進
め
ま
す
。

　今
回
の
震
災
を
受
け
、
防
災
計

画
の
見
直
し
が
急
が
れ
ま
す
が
、

災
害
時
に
拠
点
と
な
る
市
庁
舎
の

一
刻
も
早
い
整
備
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

山
元
あ
き

　右
京
区

田
中
明
秀

　西
京
区

　い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
も
速
や
か
に
対
応
で
き
る

よ
う
日
々
の
生
活
を
通
し
て
安
心
・

安
全
を
基
に
、
よ
り
良
い
防
災
対
策

の
構
築
を
皆
様
と
目
指
し
ま
す
。

西
村
義
直

　西
京
区

　地
域
力
が
再
建
の
鍵
を
握
る
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
貴
方
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
確
か
な
知
的
能
力

と
情
報
を
聴
取
し
、
防
災
体
制
を

確
立
し
対
応
し
ま
す
。

高
橋
泰
一
朗
　伏
見
区

　大
震
災
に
て
人
も
地
域
社
会
も

単
独
で
は
存
在
し
得
な
い
こ
と
を

再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
京
都
市

の
防
災
対
策
の
総
点
検
と
、
見
直

し
に
取
り
組
み
ま
す
。

内
海
貴
夫

　東
山
区

　大
震
災
を
教
訓
に
防
災
計
画
の

見
直
し
・
避
難
拠
点
と
な
る
建
物

の
耐
震
強
化
を
図
り
、
地
域
の
絆

を
よ
り
一
層
深
め
、
互
い
に
助
け

合
う
仕
組
み
作
り
が
必
要
で
す
。

富

　き
く
お
　山
科
区

　危
機
管
理
の
基
本
は
、最
悪
を

想
定
し
対
処
す
る
こ
と
。地
域
防

災
計
画
に
原
発
事
故
対
策
の
樹
立

等
、抜
本
的
な
改
正
を
行
い
、災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
。

下
村
あ
き
ら
　下
京
区

繁

　隆
夫

　伏
見
区

　災
害
は
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
!!
常
に
防
災
意
識
と
、
非
常

用
持
ち
出
し
点
検
を
!!
京
都
市
の

地
域
防
災
対
策
を
最
優
先
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　伏
見
も
秀
吉
の
時
代
、
大
地
震
に

見
舞
わ
れ
た
。約
20
年
間
の
消
防
団

活
動
を
、
所
属
す
る
市
会
の
消
防
委

員
会
に
反
映
し
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

橋
村
芳
和

　伏
見
区

中
川
一
雄

　伏
見
区

　ハ
ー
ド
整
備
に
よ
る
安
全
の
確

中
京
区

京の防災計画 どう取り組む？京の防災計画 どう取り組む？

　「
災
害
発
生
直
後
、
被
災
者
を

助
け
た
の
は
被
災
者
で
し
た
。
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
絆

が
最
高
の
防
災
対
策
で
あ
る
と
あ

ら
た
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

寺
田
一
博

　上
京
区

　このたびの東日本大震災により
被災された皆さまに心からお見舞い
申しあげます。被災地の皆さまの
安心・安全と一日も早い復旧・復
興をお祈りします。
　自民党京都市会議員団は大震
災を教訓に、京都市の防災計画
についてどうあるべきか、どう取り組
むか、次のようにコメントしました。

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

〒604-8571京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団
jimin3@nifty.com　FAX.257-3091 皆さんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。

東日本大震災を教訓に『自民党市会議員団』東日本大震災を教訓に『自民党市会議員団』

　市
域
を
超
え
た
広
域
、悲
惨
な
被

害
の
発
生
な
ど
、予
測
を
大
き
く
超

え
る
災
害
の
発
生
に
も
備
え
た
全

国
規
模
の
官
民
支
援
の
受
入
れ
を

含
め
た
防
災
計
画
と
す
る
。




